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本研究では福島県川俣町山木屋地区の源流小流域及び口太川本流において河川水や浮遊土砂，粗大有機物

を採取し, 懸濁態及び溶存態 137Cs 濃度の長期観測データに基づいて解析を行った。その結果, 源流小流域に

おいて微生物の有機物分解に伴う溶存態 137Csの溶出の影響が示唆され,また除染に伴う土砂量の増加が懸濁

態 137Cs 濃度のみならず溶存態 137Cs濃度にも寄与したことを示唆する結果が得られた。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所事故により放出された放射性セシウム（主に 134Cs, 137Cs）は，森林に沈着した

後，河川を通じて懸濁態，溶存態として運搬されている。既存研究により，溶存態は源流小流域におい

ては粗大有機物から[1], 河川下流においては懸濁態から主に溶出することが示唆されている 。一方，溶

存態 137Cs は水温に伴い季節変動を示すことが知られ, その要因として K⁺のイオン競合性による懸濁物

質からの溶出[2]と微生物の有機物分解に伴う溶出[3], 2 つのメカニズムが提案されている。しかし, 有機

物が豊富な源流小流域を対象に評価した研究はない。本研究は, 源流小流域を対象に，2 つのメカニズ

ムを評価することで，有機物分解に伴う溶存態 137Csの形成機構を個別に評価することを目的とした。 

2. 研究方法 

 2011 年以降，山木屋地区の源流小流域 3 地点（除染地 1 地点, 未除染地 2 地点）及び口太川流域 4 地点の

粗大有機物（源流域のみ）, 懸濁態, 溶存態 137Cs 濃度の経時的傾向及び除染に伴う土砂流入量の増加による

変化を調べた。懸濁態, 粗大有機物 137Cs 濃度に対する溶存態 137Cs 濃度の分配係数（Kdss, Kdorg）を算出し

た。さらに, 源流小流域の懸濁物質の全炭素量（TC）及び水温, DOC, K＋濃度と 137Cs 濃度の関係を調べた。  

3. 結論 

 除染地の源流域及び河川上流域の懸濁態 137Cs 濃度は，除染により大きく低下し，その後も低濃度を示し

た。一方, 源流域の溶存態 137Cs 濃度は除染期に一時的に濃度が低下したが，除染後は除染前の水準に回復し

た。また, Kdssは 105～107 L/kg であったが，Kdorg は 104～106 L/kg であり, 粗大有機物の方が約一オーダー低

い値を示した。除染地の源流域では Kdss, Kdorg は共に低下傾向を示し, 未除染源流域では共に増加傾向を示

した。さらに, TC と懸濁態, 溶存態 137Cs濃度, Kdss 間に正の相関（Ｒ²：懸濁態＞Kdss >溶存態）が, 溶存態

137Cs濃度と DOC, K＋間に正の相関（Ｒ²：DOC＞K＋）が得られた。これらの結果は有機物からの溶存態 137Cs

の溶出を示唆すると共に, 除染による懸濁物質の増加が溶存態 137Cs 濃度にも寄与したことを示唆している。 
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